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業 績 予 想 の 修 正 に 関 す る お 知 ら せ 

 

平成 20年６月 16日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１． 第２四半期連結累計期間業績予想数値の修正 

（平成 20年４月１日～平成 20年９月 30日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益

(過年度法人

税等控除前)

当期純利益

※ 

(過年度法人

税等控除後)

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 144,000 3,300 4,300 3,300 △13,900

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 144,600 4,300 5,900 4,700 △12,100

増 減 額（Ｂ-Ａ） 600   1,000 1,600 1,400 1,800

増 減 率 （ ％ ） 0.4 30.3 37.2 42.4 －

（ご参考） 
前期実績（平成20年３月中間期） 

156,317 2,069 5,053 △4,245 △4,245

※  平成 20 年６月 16 日、大阪国税局より、当社の香港子会社がタックスヘイブン対策税制の

適用除外要件を満たしていないとの判断により、平成 17 年３月期から平成 19 年３月期の３

年間について当社の香港子会社の所得を当社の所得の額とみなして合算課税するとの更正通

知を受領いたしました。更正された所得金額は 339 億円で、地方税等を含めた追徴税額合計

168 億円を過年度法人税等として計上いたしましたが、不服申し立てにより当社の正当性を

主張しておりますので、ご参考までに追徴税額を控除する前の当期純利益を示しております。 

 

２． 第２四半期連結累計期間業績予想修正の理由 

ＤＶＤ関連製品が売上高、営業利益ともに計画を上回り、特に、ブルーレイディ
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スクプレーヤと平成 21 年２月に地上波アナログ放送が停止する米国市場向けテレ

ビ用セット・トップ・ボックス（デジタル信号をアナログ信号に変換し、従来のア

ナログテレビで地上波デジタル放送の視聴を可能にする製品）が好調に推移いたし

ました。 

また、情報機器におきましても売上高、営業利益ともに計画を上回りました。 

一方、テレビ関連製品につきましては、売上高、利益ともに計画を下回りました

が、前期に比べて採算面は改善いたしました。 

以上の理由により、売上高、利益ともに業績予想を上回る見込みとなり、平成20

年６月 16 日に公表いたしました第２四半期連結累計期間業績予想における、売上

高、営業利益、経常利益、当期純利益をそれぞれ修正いたします。 

 

３． 通期連結業績予想について（平成 20年４月１日～平成 21年３月 31日） 

通期連結業績予想につきましては、米国の金融危機に端を発した今後の世界経済

は減速が鮮明となり、厳しい事業環境が予想されますが、米国年末商戦の販売状況

を見極め、業績予想を修正すべき必要が生じた場合は適時開示いたします。 

 

 

 

（注） 業績予想は、現時点で入手した情報に基づき判断したものでリスクや不確実

性を含んでおります。 

主要市場である米国をはじめ、海外の経済情勢の変化や製品価格の急激な変

化などにより実際の業績見通しと異なることがあります。 

以 上 

 


